BCCのインストールと使用法
茨城大学工学部　城、岩崎
インストールの前に
· インストールに必要なファイル：BCCset.exe（自己解凍型ファイル）
· インストールされるもの

　　　　　　　　Ｃコンパイラ：Borland C++ Compiler
　　　　　　　　グラフィックス・ライブラリ：GLIBW32, OpenGL

　　　　　　　　エディタ：TeraPad
· 必要な空き容量：Cドライブに約80MB

· インストール先：C:\Borland (Cドライブ直下のBorlandにインストール)
　　　　　　　　　これ以外の場所にインストールした場合，いくつかの設定ファイルの中身を自分で修正する必要がある．
· セキュリティ上，ユーザ(特にAdministrator)のパスワードは必ず設定すること．
インストール作業
1. Windows 2000/XPの場合，AdministratorまたはAdministrator権限のユーザでログインする．
2. インストールに必要な空き容量(Cドライブに約80MB)を確認する．

3. インストール用の自己解凍型ファイル「BCCset.exe」をダブルクリックする．
4. 解凍先を「C:\」とし，ＯＫをクリックする．
5. 「C:\Borland」の下にコンパイラ一式がインストールされていることを確認する．
6. p.3～p.5に示したサンプルプログラムを，p.2の手順にしたがってコンパイル・実行し，動作を確認する．
プログラムの作成・コンパイル・実行手順
1. コマンドプロンプトを開く．
2. コマンドプロンプトで
> cd C:\Borland　　←　インストール先に移動
> bcc　　　　　　　←　環境設定を行うコマンド
と入力する．すると，コンパイラ利用に関する環境設定(パス設定)を行った後，プログラム作成フォルダ「C:\Borland\BCCProgs」へ自動的に移動する．必要に応じ，その後さらに「cd」コマンド(
下記の表参照)により作業フォルダに移動する．

3. ソースプログラムの作成・編集

　　　　> terapad test.c   ← ファイル名が「test.c」の場合

　　プログラムが完成したらTeraPadメニューバーの[ファイル(F)]→[上書き保存(S)]とクリック．

4. ソースプログラムのコンパイル

        > bcc32 test.c　 　← mainで始まるGLIBW32未使用のプログラムの場合(詳細はp.3)
        > bccw test1.cpp   ← GLIBW32を使用したプログラムの場合(詳細はp.4)

　　OpenGLを使用したプログラムのコンパイルはp.5を参照．

5. プログラムの実行

        > test             ← 拡張子「.exe」は省略可
表．コマンドプロンプトで使用する代表的なDOSコマンド．
	コマンド名
	機能
	使用例

	dir
	ファイルやディレクトリの情報表示
	dir

	del
	ファイルの消去
	del aaa.txt

	rename, ren
	ファイル名やディレクトリ名の変更
	rename aaa.txt bbb.txt

	move
	ファイルやディレクトの移動
	move aaa.txt work

	copy
	ファイルのコピー
	copy aaa.txt bbb.txt

	cd
	ディレクトリの移動
	cd work や  cd .. (上に移動)

	mkdir, md
	新規ディレクトリの作成
	mkdir work

	rmdir, rd
	ディレクトリの削除
	rmdir work

	typeやmore
	テキストファイルの中身を表示
	type aaa.txt や more aaa.txt

	help
	オンライン・マニュアルの表示
	help や help dir


※ Windowsの「フォルダ」は、DOSやUNIXでは「ディレクトリ」と呼ばれる。

※ dir (directory)、del (delete)、cd (change directory)、mkdir (make directory)、rmdir (remove directory)
Borland C++ Compiler 5.5.1
【主な特徴とツール】
  32ビットネイティブコードの生成 
  ANSI C++言語のサポート   ANSI C++テンプレートの実装 


  コマンドラインコンパイラ（BCC32） 
  リソースコンパイラ・バインダー（BRC32,BRCC32）


  C++プリプロセッサ（CPP32） 
  ANSI/OEM文字セット変換ユーティリティ（FCONVERT） 

  DLLの情報を提供する定義ファイルを作成するユーティリティ（IMPDEF） 

  インポートライブラリを作成するためのユーティリティ（IMPLIB） 

  EXE、OBJ、LIBファイルなどを解析できるダンプユーティリティ（TDUMP） 

  ライブラリの作成や修正を行うためのライブラリアン（TLIB） 

  BorlandのC/C++ランタイムライブラリ（RTL） 
  ANSI/ISO準拠の標準テンプレートライブラリ（STL） 

  インポートライブラリをCOFF形式からOMF形式に変換するユーティリティ（COFF2OMF） 

□インプライズのホームページ   http://www.inprise.co.jp/
----------------------------------------------------------------------------------------------------
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★ ダウンロード・自己解凍



･･･ ここに入っているｱｲｺﾝBCCを初期ﾌｫﾙﾀﾞAdministratorへ移動.




･･･ --/Bin/にコンパイラbcc32.exeが在る.




･･･ プログラム作成フォルダ




･･･ ｸﾞﾗﾌｨｸスﾗｲﾌﾞﾗﾘglibw32を用いたプログラム例  80個




･･･ グﾗﾌｨｯｸｽプﾛｸﾞﾗﾑ例題by M.Jo



･･･ OpenGLを用いたプログラム例  27フォルダ
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･･･ ｸﾞﾗﾌｨｸスﾗｲﾌﾞﾗﾘglibw32；  関数仕様.hlp  他




･･･ OpenGLのテキスト.pdf  429頁，Glut入門.htm




･･･ テキストエディタ：ｼｮｰﾄｶｯﾄ[TeraPad.exeへ]をスﾀｰﾄボﾀﾝに落とす.
----------------------------------------------------------------------------------------------------

★ コンパイルして実行ファイルを作成してみよう！
mainで始まるDOSプログラムのコンパイル                         実行
> bcc32 test.c                                 


> test

> bcc32 hello.cpp





> hello

　WinMainで始まるWindowsアプリの場合
>bcc32 -tW whellobc.cpp        または     > >bcc32 -W -w-8057 whellobc.cpp
　上のコマンドでEXEファイルができる。  実行は > whellobc 

> del *.TDS      // ディバッグ用ファイル.TDSを除去する．こまめにお掃除を！
 

☆ bcc32の主なコンパイラオプション
	@ファイル名
	レスポンスファイルの使用

	+ファイル名
	環境設定ファイルとしてbcc32.cfg以外のファイル名を使うとき指定する。

	-D識別子
	識別子をヌル文字として定義(= #define 識別子)

	-D識別子=文字列
	識別子を文字列として定義(= #define 識別子 文字列)

	-G
	速度を最適化

	-G-
	サイズを最適化

	-c
	コンパイルのみを行う（デフォルトではコンパイルとリンクを行う）。

	-tW
	Windows GUIアプリケーションを作成

	-tWD
	Windows Dynamic Link Library(DLL)を作成

	-v
	ソースデバッグを有効にする（Turbo Debuggerを使う場合必要)

	-y
	行情報を作成する（Turbo Debuggerを使う場合必要)

	-Iディレクトリ名
	インクルードファイルのあるディレクトリを指定する(例C:\Borland\bcc55\include)。

	-Lディレクトリ名
	ライブラリファイルのあるディレクトリを指定する(例 C:\Borland\bcc55\lib)。

	
	


GLIBW32

C/C++言語学習者のための Win32用 グラフィックス・クラスライブラリGLIBW32 ver1.28

　Windows95/98上で使うC/C++コンソール・プログラム用のグラフィックス・ライブラリです。

                             以下の特徴を持ちます。 

1.　main()関数から始まる通常のC/C++言語プログラムで、グラフィックス

を扱うのに必要なAPI関数の呼び出しができる。 

2.　論理座標（イメージ座標）で図形を扱う。 

3.　１，２変数の関数グラフや連立常微分方程式の解のプロット機能関数を持つ。 

4.　透視図法の描画機能。 

5.　描いた図形をファイルに保存できる。 

6.　キー入力やマウス入力のイベントを取得できる。

------------------------------------------------------------------------------------------

★ コンパイル・リンクは 

 > bccw test1.cpp
 * GLIBW32はc++機能を用いているため，作図プログラムの拡張子は .cppとすること．

------------------------------------------------------------------------------------------

          window  と  viewport
□ 論理座標系(ﾜｰﾙﾄﾞ座標系)windowとビューポートviewの設定

     g.window(WX1,WY1, WX2,WY2);

g.view(VX1,VY1, VX2,VY2);     
              ワールド座標                          装置座標

              イメージ座標                          物理座標(整数値)
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              論理座標(実数値)
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OpenGL
・ＯＳ，Windowsシステムの壁を越えた唯一の標準3次元グラフィックス・ライブラリ
・名前の由来はOpenなGraphics Library

・UNIX（XWindow System）、Windows NT/95, OS/2、MacOS、BeOSで動作
・IRIS ＧＬの技術を縦承しているが上位互換性はない

－OS、ウィンドウシステムから独立   －イベント処理、ウィンドウ処理はない

・高い移植性

－開発はSGIが担当している

-------------------------------------------------------------------------------------

●強力かつ高品位のプリミティブなライブラリ

－いわゆるローレベルAPIであり、高機能なグラフィックス・ツールキットではない

□ フォルダ/advanced/中のdecal.cのコンパイル･リンク･実行

C:\Borland\BCCProgs\OGL\advanced>bcc32 -DWIN32 decal.c 

C:\Borland\BCCProgs\OGL\advanced> decal

□ フォルダ/advanced97/中のtess.cのコンパイル･リンク･実行

C:\Borland\BCCProgs\OGL\advanced97>bcc32 -c sphere.c
C:\Borland\BCCProgs\OGL\advanced97>bcc32 -DWIN32 tess.c sphere.obj
C:\Borland\BCCProgs\OGL\advanced97> tess
□ フォルダ/demos/中のatlantis.cのコンパイルと実行

C:\Borland\BCCProgs\OGL\demos\atlantis> dir
ATLANTIS C           6,935  99-02-08  13:13 atlantis.c

ATLANTIS H           2,671  99-02-08  13:13 atlantis.h

DOLPHIN  C          53,944  99-02-08  13:13 dolphin.c

SHARK    C          35,143  99-02-08  13:13 shark.c

SWIM     C           5,755  99-02-08  13:13 swim.c

WHALE    C          49,947  99-02-08  13:13 whale.c

/* 付属関数shark.c swim.c whale.cをコンパイル-cしてobjファイルを作る.*/

C:\Borland\BCCProgs\OGL\demos\atlantis>bcc32 -c  shark.c       >bcc32 -c  swim.c．．．．

 /* atlantis.cをコンパイル，リンクしてatlantis.exeを作る. */

C:\Borland\BCCProgs\OGL\demos\atlantis>bcc32 -DWIN32 atlantis.c *.obj
 /* 実行 */

C:\Borland\BCCProgs\OGL\demos\atlantis> atlantis  /* 結果 */


＊ C:\BORLAND\OpenGL入門\Glut入門.htm中の例題を
フォルダC:\Borland\BCCProgs\OGL\reiglut>に納めてある.

** OpenGL-text-091.pdfを読むためのAcrobat Reader 5.0のダウンロードは

 http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep2.htmlpenGL 
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// 作図プログラム.cppの先頭部分


#include "glibw32.h"





int main(){


  ginit(1024,768,WHITE);        //グラフィックス初期化


  GRAPH g;                      //GRAPHオブジェクトgを生成


  g.window(-2.1,-1.3, 2.1,1.5); //論理座標系の設定


  g.view(200,200,800,600);      //ビューポートの設定


・・・・・// 以後の作図は，論理座標系で行なう．
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